
五
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
瞬
間
教
育

　
　
　
　

講
師　

浪
平　

博
人 

氏

論
理
的
で
難
し
い
事
柄
は
、
図
・
記

号
・
数
式
等
を
使
っ
て
、
全
体
の
内
容

を
い
く
つ
か
の
ス
テ
ッ
プ
に
分
け
て
説

明
す
る
の
が
一
般
的
で
す
。
記
号
や
数

式
を
多
用
す
る
の
は
、
正
確
に
内
容
を

伝
え
る
の
に
有
効
と
考
え
ら
れ
て
い
る

か
ら
で
す
。
分
割
し
て
説
明
し
そ
れ
を

統
合
す
る
の
は
、
こ
れ
し
か
方
法
を
考

え
付
か
な
い
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
記

号
や
数
式
表
現
は
抽
象
的
で
分
か
り
に

く
く
、
1
つ
の
全
体
を
分
割
す
る
説
明

も
全
体
の
意
味
が
浮
か
び
ま
せ
ん
。

人
の
目
で
見
た
一
瞬
の
景
色
を
、
言

葉
だ
け
で
他
の
人
に
伝
え
る
こ
と
を
考

え
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
伝
え
る
に
は

ど
れ
だ
け
の
時
間
を
か
け
た
言
葉
が
要

る
か
、
こ
れ
を
想
像
す
る
だ
け
で
視
覚

や
イ
メ
ー
ジ
の
伝
達
の
力
が
推
し
量
れ

ま
す
。
講
演
内
容
は
、
今
ま
で
理
解
す

る
の
に
時
間
が
か
か
っ
た
内
容
を
、
色

と
動
き
を
加
え
た
イ
メ
ー
ジ
に
し
て
、

見
る
だ
け
で
エ
ッ
セ
ン
ス
を
瞬
間
的
に

伝
え
る
方
法
及
び
実
際
の
豊
富
な
内
容

に
つ
き
述
べ
る
も
の
で
す
。
現
在
の
教

育
の
危
機
を
救
う
有
力
な
も
の
で
す
。

※
近
年
大
き
な
書
店
へ
行
く
と
、
中
学

や
高
校
の
数
学
の
解
説
書
、
ま
た
一
般

向
け
の
数
理
能
力
を
高
め
る
書
籍
が
増

え
て
い
ま
す
が
、
御
講
演
は
よ
り
分
か

り
や
す
い
解
説
と
人
生
や
日
常
生
活
に

関
連
づ
け
た
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
・
知
人

を
お
誘
い
し
て
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

●
浪
平
博
人
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
17
年
2
月
21
日
生
ま
れ

広
島
大
学　

工
学
部
卒　

ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
入
社　

21
年
間
勤
務

そ
の
後
大
学
に
う
つ
り
、
大
妻
女
子
大

学
教
授
、
平
成
24
年
退
職

情
報
工
学
者　

工
学
博
士　

技
術
士

（
情
報
処
理
）

日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
長

日
時　

平
成
25
年
5
月
11
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

�
J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

六
月
通
常
総
会
出
欠
葉
書
の

ご
返
送
の
お
願
い

※�

来
る
六
月
通
常
総
会
の
た
め
の
、
賛

助
会
員
、
維
持
会
員
、
正
会
員
に
対

す
る
「
出
欠
用
」
と
欠
席
者
の
た
め

の
「
委
任
状
」
を
兼
ね
た
ハ
ガ
キ
が

今
回
同
封
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

必
ず
6
月
3
日
ま
で
に
ご
投
函
願
い

ま
す
。（
忘
れ
な
い
う
ち
に
お
早
め
に

お
願
い
致
し
ま
す
。）

今
月
号
の
記
事

◎
五
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
10
月
第
23
回
全
国
大
会
発
表
募
集

◎
御
寄
付
御
礼

◎
六
月
本
部
例
会
予
告

◎
七
月
本
部
例
会
予
告

◎
第
19
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
中
部
サ
イ
科
学
会
五
月
例
会
予
告

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
五
月
例
会
予
告

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
六
月
例
会
予
告

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
七
月
例
会
予
告

◎
第
18
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
報
告

◎
七
月
本
部
例
会
報
告
Ⅱ

◎
第
三
七
四
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
第
三
七
五
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
の
販
売

◎
オ
ー
ブ
の
出
現
に
つ
い
て
（
2
）
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会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
25
年
日
本
サ
イ
科
学
会

第
23
回
全
国
大
会
発
表
募
集

毎
年
の
重
要
な
行
事
で
あ
る
全
国
大

会
が
、
今
年
も
10
月
13
日
（
日
）
北
と

ぴ
あ
7
階
第
二
研
修
室
に
て
、
開
催
さ

れ
ま
す
。
会
員
の
研
究
発
表
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
（
テ
ー
マ
は
「
サ
イ
と
自
然
治

癒
力
」）
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

会
員
の
皆
様
に
は
積
極
的
な
発
表
ご
参

加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
の
新
し
い
発
見
、

現
在
も
し
く
は
近
い
う
ち
に
デ
ー
タ
取

り
を
し
て
ま
と
め
た
い
こ
と
、
偶
発
現

象
（
U
F
O
、
心
霊
現
象
等
）
の
目
撃

と
原
因
の
推
測
・
解
明
、
様
々
な
サ
イ

現
象
の
仮
説
（
理
論
）
な
ど
「
サ
イ
」
に

関
連
す
る
こ
と
な
ら
何
で
も
結
構
で
す

の
で
、
ご
自
分
の
考
え
や
研
究
成
果
を

ま
と
め
て
、
発
表
し
て
頂
き
た
い
と
存

じ
ま
す
。

8
月
末
ま
で
に
タ
イ
ト
ル
と
簡
単
な

内
容
（
2
0
0
字
く
ら
い
）
を
メ
ー
ル
、

ま
た
は
F
A
X
、
ハ
ガ
キ
で
お
送
り
い

た
だ
き
、
一
応
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
通
り
ま
し
た
ら
9
月
15
日
ま
で
に

原
稿
フ
ァ
イ
ル
を
メ
ー
ル
添
付
等
で
戴

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
原
稿
の
書
式
は

後
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　　

一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
4
／
13
受
領
分
ま
で
）

金
六
万
円
也　
　
　

木
村　

陽
一　

様

金
五
万
円
也　
　
　

匿　
　

名　
　

様

金
二
万
円
也　
　
　

鴨
川　

裕
司　

様

金
二
万
円
也　
　
　

森
安　

政
仁　

様

金
一
万
一
千
円
也　

浪
平　

博
人　

様

金
一
万
一
千
円
也　

屋
敷　

益
男　

様

金
七
千
円
也　
　
　

原
口　

和
恵　

様

金
五
千
円
也　
　
　

宮
前　

昭
子　

様

金
五
千
円
也　
　
　

土
村　

澄
子　

様

金
一
千
円
也　
　
　

窪
田
啓
次
郎　

様

金
一
千
円
也　
　
　

久
保
田
昌
治　

様

金
一
千
円
也　
　
　

飛
田　

洋
子　

様

金
一
千
円
也　
　
　

中
野　

俊
子　

様

金
一
千
円
也　
　
　

寺
嶋　

崇
恵　

様

金
一
千
円
也　
　
　

山
田　

真
理　

様

金
一
千
円
也　
　
　

奥
村　

八
郎　

様

金
一
千
円
也　
　
　

今
田　

恵
子　

様

金
一
千
円
也　
　
　

石
井　

一
雄　

様

金
一
千
円
也　
　
　

濱
田　

敏
博　

様

金
一
千
円
也　
　
　

片
山　

政
記　

様

金
一
千
円
也　
　
　

友
寄　

光
子　

様

金
一
千
円
也　
　
　

福
光　

康
彦　

様

金
一
千
円
也　
　
　

天
野　

聖
子　

様

金
一
千
円
也　
　
　

岩
谷　

好
子　

様

金
一
千
円
也　
　
　

匿　
　

名　
　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

六
月
通
常
総
会
・
本
部
例
会
予
告

※ 

午
後
一
時
半
か
ら
30
分
の
通
常
総
会

後
、
講
演
会
が
あ
り
ま
す
。

六
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

ア
レ
ル
ギ
ー
を
治
す
秘
訣

　
　
　
　

講
師　

松
原　

秀
樹 

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
（
体
質
研
究
所
）

講
演
内
容

現
代
に
お
い
て
患
者
が
増
え
続
け
て

い
る
花
粉
症
を
は
じ
め
、
気
管
支
喘
息

や
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
な
ど
と
い
っ
た

ア
レ
ル
ギ
ー
性
疾
患
を
治
す
カ
ギ
は
、

「
腸
」
に
あ
り
ま
す
。
腸
内
環
境
を
改

善
し
て
、
腸
内
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
を
活

性
化
す
る
こ
と
で
自
然
免
疫
を
高
め
、

そ
れ
に
よ
っ
て
免
疫
系
を
ア
レ
ル
ギ
ー

が
お
き
に
く
い
状
態
に
改
善
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

複
雑
な
「
免
疫
系
の
し
く
み
」
と
「
ア

レ
ル
ギ
ー
が
お
き
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
を

解
説
し
た
う
え
で
、
免
疫
力
を
強
化
か

つ
正
常
化
し
て
、
ア
レ
ル
ギ
ー
を
お
こ

し
に
く
い
身
体
に
す
る
た
め
の
「
栄
養
」

や
「
機
能
性
成
分
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ま
た
皮
膚
炎
の
場
合
は
、「
ス
キ
ン
ケ

ア
の
方
法
」
を
見
直
す
こ
と
も
必
要
で

す
。
皮
膚
の
治
療
を
し
て
い
る
つ
も
り

で
、
逆
に
皮
膚
を
弱
く
し
て
い
る
こ
と

が
多
い
か
ら
で
す
。
効
果
的
な
ス
キ
ン

ケ
ア
法
も
合
わ
せ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
3
月
31
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
18

回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
（
第
5
回
ヒ

ポ
ク
ラ
テ
ス
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）
で
、

20
分
ほ
ど
講
演
さ
れ
好
評
で
し
た
松
原

秀
樹
氏
の
詳
細
な
内
容
の
講
演
会
と
な

り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
は
ご
友

人
・
知
人
を
お
誘
い
し
て
、
是
非
ご
参

加
願
い
ま
す
。

● ❷●



●
松
原
秀
樹
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

16
歳
か
ら
様
々
な
自
然
療
法
を
実
践

し
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
を
は
じ
め
慢

性
胃
炎
・
胃
下
垂
・
冷
え
症
・
貧
血
・

低
血
圧
・
背
骨
の
慢
性
疼
痛
な
ど
を
、

オ
イ
ル
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
ノ
ン
メ
タ
ル
治

療
と
栄
養
療
法
に
よ
っ
て
治
癒
さ
せ
た
。

体
質
研
究
所
主
宰
。
桜
ヶ
丘
整
体
院

院
長
。
1
9
9
8
年
に
、
合
気
の
力
で

骨
を
揺
ら
す
整
体
術
「
開
節
法
」
を
考

案
。
合
気
道
4
段
。
著
書
に
、「
目
か
ら

ウ
ロ
コ
の
食
常
識
」（
知
道
出
版
）「
賢

い
人
は
早
く
治
る
!

」「
ア
イ
キ
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
」（
B
A
B
ジ
ャ
パ
ン
）な
ど
。

※
今
回
は
日
曜
日
開
催
で
す
!

日
時　

平
成
25
年
6
月
9
日
（
日
）

　
　

午
後
1
時
半
～
2
時　

通
常
総
会

　
　

午
後
2
時
～
5
時　

講
演

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

七
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

千
島
学
説
と
人
の
健
康

　
　
　
　
　

講
師　

酒さ
こ
う向　

猛
た
け
し 

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
医
学
博
士
）

千
島
学
説
と
は
、
生
物
学
者
で
岐
阜

大
学
教
授
で
あ
っ
た
千
島
喜
久
男
博
士

（
1
8
9
9
～
1
9
7
8
）
が
唱
え
た

生
物
上
の
学
説
で
す
。
現
在
の
と
こ
ろ

異
端
の
学
説
と
し
て
正
統
の
生
物
学
者

か
ら
は
無
視
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

学
説
は
東
洋
哲
学
の
根
本
原
理
と
よ
く

一
致
し
て
お
り
、
東
洋
医
学
や
自
然
医

学
を
実
践
し
て
い
る
人
達
の
多
く
か
ら

支
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

千
島
は
赤
血
球
は
あ
ら
ゆ
る
細
胞
に

分
化
す
る
原
始
的
細
胞
で
あ
る
と
し
た

「
赤
血
球
分
化
説
」、
さ
ら
に
千
島
は
、

最
近
の
i
P
S
細
胞
の
発
見
を
予
告
す

る
よ
う
な
、「
あ
ら
ゆ
る
組
織
細
胞
は
あ

る
条
件
の
も
と
で
は
あ
ら
ゆ
る
細
胞
に

変
化
し
最
終
的
に
は
赤
血
球
ま
で
逆
分

化
す
る
」
と
主
張
し
ま
し
た
。

千
島
は
生
命
の
自
然
発
生
を
肯
定
し

た「
細
胞
新
生
説
」、
血
液
は
腸
管
で
食

物
か
ら
細
胞
新
生
で
造
ら
れ
る
と
い
う

「
腸
造
血
説
」
も
唱
え
ま
し
た
。

※
酒
向
猛
氏
は
ガ
ン
の
専
門
医
で
も
あ

り
、「
ガ
ン
の
克
服
術
」
と
い
う
著
書
を

出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ガ
ン
の
克
復
も

含
め
て
、
健
康
を
増
進
す
る
方
法
を
詳

し
く
お
話
し
頂
き
ま
す
の
で
、
会
員
の

皆
様
は
ご
友
人
・
知
人
を
お
誘
い
し
て
、

是
非
ご
参
加
願
い
ま
す
。

●
酒
向 

猛
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
5
0
年
生
ま
れ
。
岐
阜
県
恵
那
市

出
身
。
1
9
7
6
年
、
順
天
堂
大
学
医

学
部
卒
業
。
1
9
8
6
年
、
名
古
屋
大

学
大
学
院
医
学
研
究
科
卒
業
、
岐
阜
県

立
多
治
見
病
院
へ
赴
任
。
1
9
8
8
年
、

医
学
博
士
。
岐
阜
県
立
多
治
見
病
院
外

科
部
長
兼
中
央
手
術
部
部
長
を
経
て
、

2
0
1
2
年
よ
り
千
葉
県
松
戸
市
の
島

村
ト
ー
タ
ル
・
ケ
ア
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
副

院
長
と
し
て
勤
務
。

千
島
学
説
の
研
究
者
。
千
島
学
説
研
究

会
理
事

空
手
二
段
、
神
社
仏
閣
め
ぐ
り
が
趣
味

日
時　

平
成
25
年
7
月
13
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

�
J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
19
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
7
回　

U
F
O
・
オ
ー
ブ
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム

日
時　

平
成
25
年
7
月
28
日
（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時
30
分

会
場　

品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
第
3
会
議
室

　
　
　

品
川
区
北
品
川
3
・
11
・
22

　
　
　

0�

3
・
5
7
8
2
・
8
5
0
7

交
通　

�

京
浜
急
行
新
馬
場
駅
徒
歩
2
分

J
R
京
浜
東
北
線
大
井
町
駅
東

口
か
ら
東
急
バ
ス
渋
谷
駅
行
で

「
新
馬
場
駅
前
」
下
車

会
費　

一
般　

五
〇
〇
円

　
　
　

�

会
員　

一
〇
〇
円（
日
本
サ
イ
科

学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学

会
・
太
陽
の
会
・
日
本
空
中
現

象
調
査
委
員
会
）

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

●❸ ●



中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

五
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

会
員
三
名
の
研
究
・
体
験
発
表

日
時　

平
成
25
年
5
月
11
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

つ
る
ま
い
会
館
2
F

　

名
古
屋
市
千
種
区
吹
上
1
・
1
・
3

　
　
　

0
5
2
・
7
4
4
・
3
8
8
4

交
通　

�

J
R
中
央
線
鶴
舞
駅
、
ま
た
は

地
下
鉄
鶴
舞
駅
下
車
、
名
大
病

院
北
イ
オ
ン
千
種
店
前

会
費　

無
料

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

五
月
例
会
の
お
知
ら
せ

ダ
ウ
ジ
ン
グ
の
現
代

　
　
　
　

講
師　

和
田　

高
幸 

氏

日
時　

平
成
25
年
5
月
18
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

�

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

北
へ
徒
歩
5
分　

靫
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2�

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

六
月
例
会
の
お
知
ら
せ

人
類
の
進
化
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ

ン
ト
：
ア
セ
ン
シ
ョ
ン

　
　
　
　

講
師　

村
上　

晋
一 

氏

日
時　

平
成
25
年
6
月
15
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

�

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

北
へ
徒
歩
5
分　

靫
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2�

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

七
月
例
会
の
お
知
ら
せ

神
様
が
い
る
ぞ
・
続
編

　
　
　
　

講
師　

池
田　

邦
吉 

氏

日
時　

平
成
25
年
7
月
27
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

B
一
〇
二
号
室

交
通　

�

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

北
へ
徒
歩
5
分
靫
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2�

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
18
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

報
告2

0
1
3
年
3
月
31
日
に
第
18
回
宇

宙
生
命
研
究
分
科
会
（
第
5
回
ヒ
ポ
ク

ラ
テ
ス
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）
を
品
川
健

康
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
!　

テ
ー
マ
は

「
自
然
治
癒
力
」
で
し
た
。

「
病
い
は
、
人
が
自
ら
の
力
で
自
然

に
治
す
も
の
で
あ
り
、
医
者
は
、
こ
れ

を
手
助
け
す
る
に
す
ぎ
な
い
!

」「
汝
の

食
事
を
薬
と
し
、
汝
の
薬
は
食
事
と
せ

よ
!

」
と
い
っ
た
、
医
聖
ヒ
ポ
ク
ラ
テ

ス
に
な
ら
っ
て
、
医
食
同
源
関
連
の
話

も
あ
り
ま
し
た
。
今
回
も
ま
た
会
議
室

満
員
御
礼
と
な
り
ま
し
た
。
講
演
後
、

近
く
の
「
シ
マ
」
に
て
懇
親
会
も
行
い

ま
し
た
。

第
5
回
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

田���

戸
純
子
（
ワ
ン
ネ
ス
フ
ー
ド
協
会
代

表
）「
医
食
同
源
～
ワ
ン
ネ
ス
フ
ー
ド

か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」

岩�

崎
士
郎（
空
間
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
家
）

「
魔
術
と
医
術
」

金�

子　

宏
（
歯
科
医
）「
医
療
観
光
」

川�

崎
利
男（
川
崎
オ
ー
ブ
研
究
所
所
長
）

「
研
究
、
新
段
階
に
入
る
。
オ
ー
ブ
と

コ
ン
タ
ク
ト
す
る
!

」

松�

原
秀
樹（
整
体
師
）「
栄
養
療
法
：
目

か
ら
ウ
ロ
コ
の
食
常
識
」

ロ�

ン
・
薄
葉
（
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ヒ

ー
ラ
ー
）「
オ
ー
ブ
と
自
然
治
癒
」

中�

津
川　

昴
（
サ
イ
キ
ッ
ク
リ
サ
ー
チ

ャ
ー
）「
ア
カ
シ
ッ
ク
・
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
」

朝�

日　

舞
（
ラ
イ
ブ
セ
ラ
ピ
ス
ト
）

「
気
功
と
自
然
治
癒
力
」

● ❹●



阿�
久
津　

淳
（
世
話
人
）

「
宇
宙
・
銀
河
・
太
陽
・
地
球
と
自

然
治
癒
力
」

ほ
か次

回
第
19
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

は
第
7
回
U
F
O
・
オ
ー
ブ
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
：
2
0
1
3
年
7
月
28
日
（
日
）

同
じ
く
品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
に
て
13
時

～
17
時
30
分
開
催
予
定
で
す
。
是
非
次

回
も
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
!

（
世
話
人　

阿
久
津　

淳
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

七
月
本
部
例
会
報
告
Ⅱ

水
と
珪
素
の
集
団
リ
ズ
ム
力

実
用
の
場
の
『
水
』
を
捉
え
て
十
余
年

そ
の
治
験
結
果
か
ら
学
び
、
理
論
体
系

化
し
た
実
用
の
水
の
新
分
析
手
法

　
　
　

講
師　

中
島　

敏
樹 

氏

前
回
「
報
告
Ⅰ
」
で
の
訂
正
で
す
。

◎
8
頁
1
段
目
後
ろ
か
ら
9
行
目

誤
→
耳
の
所
が
酸
素

正
→
耳
の
所
が
水
素

水
の
溶
解
力
と
い
う
の
は
、
実
際
の

化
学
の
理
論
の
中
で
は
、
電
離
と
い
う

現
象
の
中
で
溶
解
と
い
う
こ
と
だ
け
を

と
ら
え
て
い
ま
す
。
で
も
、
球
状
の
も

の
は
周
り
に
最
大
12
個
く
っ
つ
く
こ
と

が
で
き
る
の
に
、
水
の
分
子
は
せ
い
ぜ

い
4
個
か
ら
5
個
だ
と
い
う
。
で
は
ほ

か
の
分
子
は
く
っ
つ
く
こ
と
が
で
き
な

い
の
か
と
い
う
と
、
水
が
階
層
構
造
な

の
で
、
集
団
の
中
に
入
っ
て
く
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。

��������

（
デ
ジ
タ
ル
1
）

こ
れ
が
コ
ロ
イ
ド
の
浮
遊
物
質
と
し

て
あ
っ
た
場
合
は
、
当
然
水
と
し
て
、

純
水
と
し
て
の
話
で
は
な
く
て
、
通
常

我
々
が
使
っ
て
い
る
水
が
見
え
て
き
ま

す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
私
は
後
で
実

験
結
果
を
お
見
せ
し
ま
す
が
、
必
ず
し

も
化
学
の
理
論�

「
水
の
中
で
、
イ
オ
ン

化
列
の
大
き
い
も
の
ほ
ど
電
離
し
溶
解

し
や
す
い
」
と
い
う
の
で
は
な
い
部
分

が
出
て
き
ま
す
。

珪
素
コ
ロ
イ
ド
粒
子
は
表
面
に
マ
イ

ナ
ス
電
荷
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
す

が
、
現
実
に
は
内
側
に
プ
ラ
ス
電
荷
が

あ
る
の
で
、
電
気
的
に
は
イ
オ
ン
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
電
荷
と
し
て
は
全
体
と

し
て
安
定
し
て
い
る
の
で
す
が
、
表
面

だ
け
見
れ
ば
イ
オ
ン
の
よ
う
に
見
え
ま

す
。
従
っ
て
コ
ロ
イ
ド
同
士
は
近
寄
っ

て
き
ま
す
と
、
ク
ー
ロ
ン
の
反
発
力
が

働
き
ま
す
。

こ
れ
が
我
々
の
生
命
に
と
っ
て
最
も

大
事
だ
と
い
う
の
は
、
細
胞
の
表
面
や

赤
血
球
表
面
も
、
実
は
表
面
陰
電
荷
な

の
で
す
。
正
常
な
赤
血
球
同
士
が
く
っ

つ
か
な
い
の
は
、
表
面
陰
電
荷
の
お
か

げ
で
あ
り
、
血
液
が
サ
ラ
サ
ラ
に
な
り

ま
す
。
ま
た
細
胞
表
面
が
表
面
陰
電
荷

で
す
か
ら
、
血
管
の
中
に
ス
ケ
ー
ル（
カ

ル
シ
ウ
ム
や
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
な
ど
の
堆

積
物
）
が
溜
ま
ら
な
い
の
で
す
。
コ
ロ

イ
ド
は
水
素
結
合
で
水
素
を
抱
く
の
で

す
が
、
こ
れ
が
健
康
に
害
を
与
え
る
活

性
酸
素
の
動
き
を
抑
制
し
ま
す
。

こ
の
件
に
関
し
ま
し
て
は
、
日
本
ソ

マ
チ
ッ
ド
協
会
の
先
生
が
日
本
サ
イ
科

学
会
で
も
講
演
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ガ

ス
ト
ン
・
ネ
サ
ン
氏
は
ソ
マ
チ
ッ
ド
の

表
面
は
マ
イ
ナ
ス
だ
と
説
明
し
て
い
ま

す
。

��������

（
デ
ジ
タ
ル
2
）

●❺ ●



そ
れ
で
は
、
私
が
「
水
の
新
し
い
分

析
法
」
と
し
て
、
水
の
集
団
の
リ
ズ
ム

力
を
ど
の
よ
う
に
し
て
診
た
の
か
、
に

つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
水
分
光
器
ア
ク
ア
ア
ナ
ラ
イ
ザ（
前
頁

左
の
写
真
）
は
水
の
中
の
振
動
波
動
特

性
を
測
定
す
る
器
械
で
す
。
約
3
c
c

入
る
瓶
の
中
に
検
体
の
水
を
入
れ
て
、

そ
こ
に
針
を
下
げ
て
、
パ
ル
ス
が
ど
の

程
度
通
る
の
か
を
診
ま
す
。

も
う
一
つ
は
水
を
顕
微
鏡
で
診
る
の

に
、
ス
ラ
イ
ド
ガ
ラ
ス
に
水
を
一
滴
か

二
滴
た
ら
し
ま
し
て
、
そ
れ
を
炎
で
温

め
て
乾
燥
さ
せ
ま
す
。
焼
け
な
い
よ
う

に
70
～
80
度
位
の
温
度
で
乾
燥
さ
せ
て
、

実
態
顕
微
鏡（
前
頁
右
の
写
真
の
左
側
）

と
光
学
顕
微
鏡
（
同
右
側
）
で
観
察
し

ま
す
。

私
が
水
の
集
団
を
ど
こ
で
捉
え
て
い

る
か
と
申
し
ま
す
と
、
周
波
数
的
に
み

れ
ば
約
5
0
0

kHz
～
4
0
0
0

kHz
（
波

長
75
～
6
0
0
メ
ー
ト
ル
の
長
波
長

域
）
で
、
こ
の
辺
の
領
域
は
ま
だ
世
界

で
も
水
の
分
析
の
対
象
に
し
て
い
な
い

と
思
い
ま
す
。
水
の
集
団
の
大
き
さ
に

し
て
、
50
～
2
0
0

nm�

程
度
で
す
。

　

水
を
集
団
と
し
て
み
た
と
き
に
何
が

大
事
か
と
申
し
ま
す
と
、「
ア
ク
ア
ア

ナ
ラ
イ
ザ
の
水
溶
液
の
集
団
振
動
ス
ペ

ク
ト
ル
＝
溶
液
の
コ
ロ
イ
ド
と
イ
オ
ン

と
の
電
荷
力
を
観
る
」
と
「
微
乾
燥
顕

微
鏡
観
察
＝
溶
質
の
電
気
泳
動
の
痕
跡�

&�

生
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
力
推
測
」（
下
の

2
枚
の
写
真
と
説
明
参
照
）に
加
え
て
、

「
物
性
値
表
面
張
力
、
電
気
伝
導
度
な

ど
の
整
合
性
の
確
認
」
も
一
緒
に
診
て

お
り
ま
す
。

電
磁
波
（
光
）
は
真
空
中
を
一
秒
間

に
30
万
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
3
億
メ
ー
ト

ル
）
で
進
み
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
周
波

数
で
割
る
と
、
波
長
が
出
ま
す
。
高
周

波
ほ
ど
波
長
が
短
く
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

強
く
な
り
、
低
周
波
ほ
ど
波
長
が
長
く

て
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
弱
く
な
り
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
周
波
数
の
電
磁
波
で
物

質
の
分
析
が
さ
れ
ま
す
。
こ
の
図
（
次

頁
）
は
ア
ク
ア
ア
ナ
ラ
イ
ザ
共
鳴
吸
収

周
波
数
域
と
各
種
電
磁
波
分
光
器
と
の

物
性
及
び
周
波
数
の
位
置
関
係
の
一
覧

で
す
。
横
軸
が
周
波
数
の
ロ
グ（
対
数
）

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
キ
ロ
ヘ
ル
ツ
は

10
の
3
乗
、
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
は
10
の
6
乗
、

ギ
ガ
ヘ
ル
ツ
は
10
の
9
乗
、
テ
ラ
ヘ
ル

ツ
は
10
の
12
乗
の
周
波
数
と
な
り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
電
子
分
極
を
診
る
の
は
10

の
14
乗
～
15
乗
の
紫
外
線
領
域
、
イ
オ

ン
分
極
（
原
子
分
極
）
を
診
る
の
は
10

の
12
乗
～
13
乗
の
赤
外
線
領
域
、
電
子

●［
右
側
］
実
態
顕
微
鏡
写
真（
5
～
8

倍
）
は
矢
印
A
の
最
終
乾
燥
地
点
と
、

矢
印
B
の
最
初
沈
積
の
最
外
殻
辺
縁
部

の
模
様
に
注
目
す
る
。
イ
オ
ン
物
質
は

最
後
ま
で
水
と
存
在
し
よ
う
と
す
る
性

質
を
持
っ
て
い
る
。
逆
に
、
珪
酸
塩
等

の
コ
ロ
イ
ド
粒
子
は
、
表
面
に
マ
イ
ナ

ス
の
電
荷
が
寄
り
集
ま
り
（
表
面
陰
電

荷
）、
気
液
界
面
に
集
合
す
る
性
質
（
電

気
泳
動
）
が
あ
る
。
水
の
中
を
移
動
す

る
物
質
の
電
気
的
状
況
を
視
覚
的
に
覗

き
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

●［
左
側
］
光
学
顕
微
鏡（
4
0
0
倍
）

は
数
百
倍
に
拡
大
し
た
沈
積
模
様
を
観

察
す
る
。
珪
酸
塩
コ
ロ
イ
ド
粒
子
や
集

団
模
様
の
大
き
さ
、
密
集
の
仕
方
で
表

面
陰
電
荷
の
強
弱
を
判
断
す
る
。
過
密

に
集
合
す
れ
ば
表
面
陰
電
荷
力
が
弱
く
、

粒
子
が
微
小
で
分
布
性
が
良
好
な
ら
表

面
陰
電
荷
が
強
い
と
い
え
る
。
粒
子
の

つ
な
が
り
模
様
や
集
団
構
成
の
大
き
さ

は
水
の
リ
ズ
ム
、
す
な
わ
ち
機
能
性
を

表
す
の
で
は
な
い
か
と
推
察
し
て
い
る
。

ま
た
、
粒
子
の
色
合
い
が
緑
色
系
な
ら

カ
ル
シ
ウ
ム
塩
が
多
く
、
赤
褐
色
が
強

け
れ
ば
ケ
イ
酸
塩
の
性
格
が
強
い
と
い

え
る
。　
　
　

（
注
：
サ
ン
プ
ル
水
は
想
念
印
加
の
山

間
の
水
）

● ❻●



レ
ン
ジ
な
ど
で
や
っ
て
い
る
分
子
の
回

転
：
配
向
分
極
（
方
位
分
極
）
を
診
る

の
は
10
の
8
乗
～
10
乗
の
マ
イ
ク
ロ
波

領
域
で
す
。

私
が
ア
ク
ア
ア
ナ
ラ
イ
ザ
で
診
て
い

る
水
の
誘
電
分
極
、
共
鳴
吸
収
を
診
て

い
る
周
波
数
は
も
っ
と
低
い
領
域
、
す

な
わ
ち
5
0
0

kHz
～
4
0
0
0

kHz
で
す
。

こ
の
周
波
数
域
は
水
の
科
学
の
未
開
拓

周
波
数
域
で
す
。
新
し
い
水
の
誘
電
分

極
の
存
在
位
置
な
の
で
す
。

こ
の
領
域
は
不
思
議
な
ん
で
す
ね
。

こ
の
前
後
は
誘
電
加
熱
域
と
い
っ
て
、

誘
電
分
極
で
回
転
さ
せ
な
が
ら
そ
の
摩

擦
熱
で
温
度
を
上
げ
て
い
ま
す
。
私
が

ア
ク
ア
ア
ナ
ラ
イ
ザ
で
診
て
い
る
の
は
、

こ
の
図
の
境
目
辺
り
で
す
。

医
学
的
に
は
す
で
に
ジ
ア
テ
ル
ミ
療

法
（
温
熱
療
法
）
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、

3
0
0

kHz
～
7
0
0

kHz
の
周
波
数
域

で
す
。
こ
れ
は
水
の
分
子
を
ゆ
る
や
か

に
回
転
さ
せ
な
が
ら
、
摩
擦
熱
、
抵
抗

熱
で
温
度
を
上
げ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

6
0
0
0

kHz
～
8
0
0
0

kHz
の
領
域

で
ハ
イ
パ
ー
サ
ー
ミ
ア
療
法
と
い
う
の

が
あ
り
、
が
ん
細
胞
を
消
滅
さ
せ
る
た

め
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ア
ク
ア
ア
ナ

ラ
イ
ザ
で
診
て
い
る
の
は
ち
ょ
う
ど
こ

の
境
目
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
よ
り
も
っ
と
周
波
数
は
下
が
り

ま
す
が
、
20

�

kHz
～
60

�

kHz
の
周
波
数
域

で
超
音
波
療
法
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

ア
メ
リ
カ
の
統
合
医
療
な
ど
で
使
わ
れ

て
お
り
、
大
リ
ー
グ
の
松
井
秀
樹
選
手

と
か
イ
ギ
リ
ス
の
ベ
ッ
カ
ム
選
手
が
骨

折
し
た
と
き
に
、
通
常
6
ヶ
月
か
か
る

と
こ
ろ
を
3
ヶ
月
く
ら
い
で
完
治
し
て

い
ま
す
。

と
い
う
こ
と
で
明
確
な
原
理
は
分
か

り
ま
せ
ん
が
、
超
音
波
療
法
か
ら
ジ
ア

テ
ル
ミ
療
法
、
ハ
イ
パ
ー
サ
ー
ミ
ア
療

法
の
周
波
数
域
を
か
け
る
と
、
が
ん
細

胞
が
無
く
な
っ
た
り
、
体
の
免
疫
力
が

上
が
っ
た
り
、
骨
折
し
た
と
こ
ろ
の
完

治
が
早
く
な
っ
た
り
す
る
よ
う
に
、
場

の
状
態
の
リ
ズ
ム
（
振
動
）
を
変
え
る

こ
と
に
お
い
て
、
医
療
的
に
は
す
で
に

使
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

水
分
析
器
ア
ク
ア
ア
ナ
ラ
イ
ザ
は
、
世

界
で
初
め
て
、
5
0
0

kHz
～
4
0
0
0

kHz

の
新
し
い
周
波
数
域
に
よ
っ
て
測
定
し

て
描
か
れ
る
［
周
波
数
係
数
―
電
圧
係

数
グ
ラ
フ
］
な
ど
に
よ
り
、
唯
一
の
水

の
神
秘
な
潜
在
力
を
そ
の
集
団
の
振
動

機
能
を
介
し
て
判
読
す
る
分
析
手
法
＝

水
集
団
の
動
的
な
力
、
電
磁
気
力
の
視

覚
化
を
可
能
に
し
た
の
で
す
。
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第
三
百
七
十
四
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

出
口
王
仁
三
郎
の
大
復
活

　
　
　

講
師　

櫻
井　

喜
美
夫 

氏

と
き　
　

平
成
25
年
1
月
19
日
（
土
）

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

櫻
井
喜
美
夫
氏
は
1
9
4
7
年
愛
知

県
生
ま
れ
。
出
口
王
仁
三
郎
聖
師
の
霊

統
を
引
き
継
い
だ
霊
能
師
と
し
て
、
全

国
各
地
に
お
い
て
成
仏
や
場
を
清
め
る

儀
式
を
始
め
る
と
と
も
に
、
30
代
か
ら

は
大
本
裏
神
業
の
追
体
験
を
始
め
、
現

在
も
そ
れ
ら
を
た
ば
ね
る
神
業
を
続
け

て
い
る
。

ま
た
、
電
磁
波
や
不
成
仏
霊
な
ど
人

体
に
様
々
な
影
響
を
及
ぼ
す
波
動
か
ら

身
を
守
り
、
本
来
の
正
常
な
波
動
に
整

え
る
た
め
の
製
品
の
開
発
に
も
力
を
入

れ
て
い
る
。

30
年
以
上
鉱
物
の
研
究
に
携
わ
っ
て

き
た
経
験
と
知
見
に
基
づ
い
て
、
特
殊

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
を
使
用
し
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
グ
ッ
ズ
を
開
発
し
、

な
か
で
も
最
も
強
力
な
テ
ラ
ヘ
ル
ツ
波

を
発
す
る
テ
ラ
ヘ
ル
ツ
波
動
鉱
石
キ
ミ

オ
ラ
イ
ト
は
、
各
方
面
か
ら
熱
い
注
目

を
あ
び
て
い
る
。

発
明
光
房
代
表
、
霊
能
師
・
シ
リ
ウ

ス
チ
ャ
ネ
ラ
ー
で
あ
る
と
と
も
に
発
明

家
で
あ
る
。

著
書
に『
出
口
王
仁
三
郎
の
遺
言
』『
出

口
王
仁
三
郎
の
大
復
活
』（
い
ず
れ
も
太

陽
出
版
）
が
あ
る
。

立
替
え
・
立
直
し
を
告
げ
る
あ
る
出
来

事
2
0
1
1
年
12
月
10
日
土
曜
日
の
夜

に
、
月
と
地
球
と
太
陽
が
一
直
線
に
並

び
、
月
全
体
が
地
球
の
影
に
隠
れ
る「
皆

既
月
食
」
が
起
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
2
0
1
1
年
か
ら
2

 
0
 1 

2
年
に
か
け
て
、
宇
宙
規
模
の
大
き
な

型
が
現
わ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
コ
ス
モ
ド
ラ
ゴ
ン
が
降
臨

す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
2
0
1
1
年

の
皆
既
月
食
と
、
2
0
1
2
年
の
5
月

21
日
に
日
本
で
見
ら
れ
た
金
環
日
食
が

対
に
な
っ
て
い
て
、
こ
の
陰
陽
二
つ
の

現
象
が
合
体
・
成
就
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、「
伊
都
能
売
の
神
」、
す
な
わ
ち
、

ス
の
神
・
宇
宙
神
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
い

よ
い
よ
世
に
も
た
ら
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

こ
の
と
き
は
新
月
が
重
な
り
ま
す
。

新
月
の
夜
空
は
い
ち
ば
ん
暗
く
多
く
の

星
々
が
光
り
輝
き
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト

に
最
適
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
放
っ
て
い
ま

す
。
私
は
、
こ
の
日
食
を
境
に
宇
宙
の

中
心
か
ら
放
た
れ
る
陰
陽
の
波
動
が
結

ば
れ
て
、
王
仁
三
郎
が
言
っ
た
伊
都
能

売
の
神
の
出
現
と
な
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

王
仁
三
郎
が
外
に
出
る

王
仁
三
郎
の
背
中
に
は
、
ま
さ
に
オ

リ
オ
ン
の
三
ツ
星
と
言
え
る
よ
う
な
大

き
な
ほ
く
ろ
が
三
つ
あ
り
、
自
ら
も
オ

リ
オ
ン
星
座
と
因
縁
が
あ
る
と
語
っ
て

い
ま
し
た
（
図
1
オ
リ
オ
ン
星
座
）。

さ
ら
に
、
王
仁
三
郎
自
身
が
第
一
次
、

第
二
次
大
本
事
件
に
よ
っ
て
、
神
の
経

綸
や
人
類
の
贖
罪
の
た
め
に
、
牢
獄
に

収
監
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
示
唆
す

る
意
味
で
、
オ
リ
オ
ン
星
座
を
「
ひ
と

や（
牢
屋
）
図
2
」
と
も
呼
ん
で
い
ま
し

た
。
そ
れ
ほ
ど
、
王
仁
三
郎
と
オ
リ
オ

ン
星
座
に
は
非
常
に
深
い
縁
が
あ
っ
た

の
で
す
。

図
1

図
2

● ❽●



そ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
悪
神
や

邪
神
に
よ
っ
て
閉
じ
込
め
、
押
し
込
め

ら
れ
て
い
た
「
王
仁
三
郎
」
が
表
に
現

わ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
囚
人
」
と
い
う
字
を
見
れ
ば
お
わ

か
り
の
よ
う
に
、
ひ
と
が
四
方
に
囲
ま

れ
て
ま
さ
に
捕
ら
え
ら
れ
て
い
る
か
の

よ
う
に
見
え
ま
す
。
そ
の
四
隅
の
角
が

空
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
囚
わ
れ
人
が
外

に
出
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
オ
リ
オ
ン
星

座
を
中
の
三
ツ
星
（
＝
三
つ
の
御
魂
＝

瑞
の
御
魂
＝
王
仁
三
郎
）
が
、
外
の
四

隅
の
星
を
結
ぶ
四
角
形
の
牢
獄
に
囲
わ

れ
て
い
る
形
だ
と
考
え
る
と
、
そ
の
囲

い
の
一
角
で
あ
る
ベ
テ
ル
ギ
ウ
ス
が
消

滅
す
る
こ
と
で
、
四
角
形
の
方
陣
が
破

れ
る
。

コ
ス
モ
ド
ラ
ゴ
ン
の
降
臨

12
月
10
日
夜
、
私
は
非
常
に
特
別
な

思
い
で
天
空
を
眺
め
て
い
ま
し
た
。
と

い
う
の
も
、
こ
の
満
月
の
夜
に
起
こ
っ

た
皆
既
月
食
に
よ
り
、“
大
き
な
扉
”
が

開
い
た
か
ら
で
す
。

こ
れ
は
私
の
霊
視
に
よ
る
も
の
で
す

が
、
こ
の
と
き
今
ま
で
に
な
い
宇
宙
の

龍
、「
コ
ス
モ
ド
ラ
ゴ
ン
」
が
出
現
し

た
の
で
す
。
こ
の
満
月
の
夜
の
特
別
な

現
象
を
通
じ
て
私
の
目
に
映
っ
た
の
は
、

ま
さ
に
コ
ス
モ
ド
ラ
ゴ
ン
が
地
球
へ
降

り
立
っ
た
瞬
間
で
し
た
。

皆
既
月
食
の
際
、
地
球
が
太
陽
と
月

の
間
に
入
り
、
地
球
の
影
が
す
っ
ぽ
り

と
太
陽
を
隠
し
た
瞬
間
に
ま
っ
た
く
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
な
い
状
態
に
な
り
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
新
月
の
と
き
と
同
じ
状
態
で

す
。
そ
れ
か
ら
、
地
球
が
少
し
ず
つ
動

い
て
い
き
、
再
び
満
月
の
夜
空
へ
と
戻

り
ま
し
た
。

太
陽
と
月
が
重
な
っ
た
と
き
、
太
陽

の
光
は
月
の
光
と
交
じ
わ
っ
て
新
た
な

光
へ
と
変
わ
り
、
こ
れ
ま
で
と
は
比
べ

も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
の
優
し
い
月
光

が
地
球
へ
入
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
新
た
な
月
光
が
、
宇
宙
の

龍
神
を
目
覚
め
さ
せ
、
新
月
と
満
月
が

同
時
に
出
る
こ
と
で
生
ま
れ
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
よ
っ
て
、
か
つ
て
な
い
龍
神
「
コ

ス
モ
ド
ラ
ゴ
ン
」
が
地
球
に
降
臨
し
た

の
で
す
。

こ
の
コ
ス
モ
ド
ラ
ゴ
ン
と
い
う
龍
神

は
、
究
極
の
素
粒
子
、
量
子
、
ス
カ
ラ

ー
波
と
い
っ
た
た
ぐ
い
の
も
の
な
の
で
、

も
ち
ろ
ん
目
に
は
見
え
な
い
速
さ
で
、

宇
宙
の
中
心
か
ら
こ
の
地
上
へ
と
重
力

波
に
よ
り
瞬
時
に
到
達
し
ま
し
た
。
光

よ
り
も
速
い
た
め
、
こ
れ
ま
で
龍
神
の

姿
を
見
て
き
た
人
た
ち
も
、
き
っ
と
そ

の
存
在
に
は
ま
だ
気
づ
い
て
い
な
い
と

思
い
ま
す
。

龍
と
い
う
の
は
決
し
て
架
空
の
生
き

物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
昔
か
ら
、
龍
の

姿
を
見
て
、
彼
ら
の
雄
々
し
さ
に
魅
了

さ
れ
た
人
も
少
な
く
な
い
は
ず
で
す
。

龍
た
ち
は
、
天
候
気
象
を
司
り
、
地
球

の
修
理
国
威
の
た
め
の
働
き
を
し
て
い

る
の
で
す
。

日
本
列
島
は
龍
体

そ
し
て
何
よ
り
も
、
こ
の
日
本
列
島

自
体
が
す
ば
ら
し
い
龍
体
だ
と
い
う
こ

と
。世

界
に
散
ら
ば
っ
て
い
た
龍
が
再
び
、

龍
の
祖
国
で
あ
る
日
本
に
集
ま
り
出
し

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
っ
と
も
祖
国

に
帰
り
た
が
っ
て
い
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系

の
龍
が
、
よ
う
や
く
こ
の
地
に
帰
っ
て

き
た
の
で
す
。

日
本
国
内
で
も
、
琵
琶
湖
の
龍
や
伊

勢
湾
の
龍
、
そ
し
て
2
0
1
2
年
5
月

24
日
の
深
夜
に
起
こ
っ
た
震
度
5
強
の

地
震
に
よ
り
、
十
和
田
湖
の
龍
が
ま
さ

に
覚
醒
し
は
じ
め
ま
し
た
。

コ
ス
モ
ド
ラ
ゴ
ン
が
降
臨
し
た
こ
と

に
よ
り
、
龍
体
で
あ
る
日
本
列
島
が
そ

の
本
来
の
使
命
に
目
覚
め
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

日
本
地
図
を
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
お

わ
か
り
の
よ
う
に
、
日
本
列
島
は
龍
の

形
を
し
て
い
ま
す
。

北
海
道
と
九
州
、
こ
れ
は
い
ず
れ
も

龍
の
頭
で
あ
り
、
尻
尾
で
も
あ
り
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
陰
陽
の
龍
と
い
う
こ
と
で

す
。

図
3　

日
本
列
島
地
図

通
常
の
日
本
地
図（
陽
の
龍
）。
北
海

道
を
頭
に
す
る
と
、
九
州
は
尻
尾
。
ま

さ
に
龍
の
形
で
す
。

で
は
、
九
州
を
龍
の
頭
と
し
て
、
日

本
地
図
を
今
一
度
よ
く
見
て
く
だ
さ
い
。

ち
ょ
う
ど
龍
の
口
か
ら
プ
ツ
プ
ツ
と
吐

き
出
し
て
い
る
よ
う
な
島
々
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
が
沖
縄
列
島
に
当
た
り
ま
す
。

昔
、
沖
縄
は
琉
球
王
国
で
し
た
。
琉

●❾ ●



球
と
は
つ
ま
り
、龍
の
球（
龍
球
）で
す
。

九
州
を
頭
に
、
北
海
道
を
尻
尾
に
し

て
も
、
龍
体（
陰
の
龍
）
と
な
る
。
龍
の

口
か
ら
吹
き
出
し
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
の
が
、
沖
縄
列
島
。

図
4　

九
州
が
頭
の
日
本
列
島
地
図

こ
こ
に
日
本
の
未
来
を
開
く
た
め
の

大
切
な
鍵
が
あ
る
。

そ
ん
な
沖
縄
が
輝
く
こ
と
が
、
日
本

を
輝
か
せ
る
こ
と
に
も
な
る
。
そ
の
龍

の
球
が
輝
く
と
き
、
日
本
列
島
が
イ
キ

イ
キ
と
躍
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

こ
に
、
大
切
な
鍵
が
あ
り
ま
す
。

テ
ラ
波
動
水

「
テ
ラ
波
動
水
（
元
貴
水
）
と
は
、
自

然
の
摂
理
に
従
っ
た
電
子
の
化
学
的
醸

造
に
よ
り
作
ら
れ
た
、
世
界
初
の
高
濃

度
電
子
水
で
す
。

1
c
c
の
中
に
は
、
3
×
10
の
19
乗

個
と
い
う
天
文
学
的
な
数
の
自
由
電
子

が
、
安
定
し
た
状
態
で
封
じ
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
し
か
も
、
こ
の
自
由
電
子

は
、
計
算
上
、
2
7
9
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー

の
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持
っ
て
い
て
、
水

分
子
に
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
与
え
て
活

性
化
し
ま
す
。

こ
の
水
の
原
液
は
、
あ
る
物
質
に
水

を
反
応
さ
せ
、
電
位
を
加
え
る
こ
と
で

生
み
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
地
球
上
に
水
が
で
き
た
の

は
、
水
素
と
酸
素
が
燃
え
た
か
ら
で
、

い
わ
ば
、
水
は
水
素
と
酸
素
が
燃
焼
し

て
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
熱
）
を
放
出
し
た
後

の
燃
え
が
ら
で
す
。

こ
の
水
が
で
き
た
の
は
、
そ
こ
に
ヒ

ン
ト
を
得
て
、
も
し
水
を
燃
え
る
前
の

水
素
と
酸
素
に
戻
し
、
再
び
燃
や
し
て

水
に
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
完
全
な

る
循
環
系
が
成
り
立
つ
の
で
は
な
い
か

と
考
え
た
ん
で
す
。

ガ
ラ
ス
瓶
に
電
子
を
詰
め
込
ん
だ
テ

ラ
波
動
水
（
元
貴
水
）
は
、
数
年
放
置

し
て
も
劣
化
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
半
永
久
的
に
電
子
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」

私
は
直
感
的
に
、
こ
れ
は
王
仁
三
郎

が
言
っ
て
い
た
「
火（
光
）を
持
つ
水
＝

火
水
」
で
あ
る
と
す
ぐ
に
理
解
で
き
ま

し
た
。

そ
し
て
、
テ
ラ
ヘ
ル
ツ
波
の
測
定
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
案
の
定
、
非
常
に
高

い
数
値
が
検
出
さ
れ
た
の
で
す
。
テ
ラ

ヘ
ル
ツ
波
は
非
常
に
人
体
に
い
い
光

（
月
光
）
で
あ
り
、
そ
し
て
テ
ラ
ヘ
ル

ツ
波
動
鉱
石
キ
ミ
オ
ラ
イ
ト
（
後
述
）

か
ら
も
出
て
い
る
生
命
光
線
と
同
じ
光

で
す
。

テ
ラ
波
動
水
と
の
出
合
い
に
よ
っ

て
、
火
水
―
カ
ミ
―
月
光
が
一
つ
の
線

で
つ
な
が
っ
た
の
で
す
。

「
テ
ラ
波
動
水
」
を
世
に
出
す
こ
と

に
な
っ
た
の
は
、
コ
ス
モ
ド
ラ
ゴ
ン
の

降
臨
と
深
い
関
わ
り
が
あ
り
、
そ
こ
に

は
「
型
」
が
示
さ
れ
て
い
る
、
と
私
は

確
信
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
の
「
型
」
は
、
地
球
そ
の

も
の
が
生
命
体
で
あ
り
、
原
発
・
放
射

能
問
題
が
起
こ
っ
て
い
る
今
だ
か
ら
こ

そ
、
水
を
清
め
る
「
火
水
」
の
素
が
つ

く
ら
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
。
す
な
わ
ち
、

ひ
と
と
地
球
の
根
源
的
な
生
命
力
を
復

活
・
再
生
さ
せ
、
人
類
の
宇
宙
意
識
へ

の
目
覚
め
を
促
す
た
め
の
“
命
の
水
”

（
火
・
水
）
と
し
て
の
働
き
で
す
。

テ
ラ
ヘ
ル
ツ
鉱
石

世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
テ
ラ
ヘ
ル
ツ

波
を
永
久
に
放
射
し
続
け
る
テ
ラ
ヘ
ル

ツ
波
動
鉱
石
キ
ミ
オ
ラ
イ
ト
は
、
天
然

鉱
石
を
混
ぜ
合
わ
せ
て
で
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
私
は
い
ろ
い
ろ
な
霊
石

や
薬
石
、
波
動
石
を
使
っ
て
さ
ま
ざ
ま

な
発
明
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら

は
、
非
常
に
高
い
波
動
を
持
つ
鉱
石
で
、

血
流
を
良
く
し
、
病
を
軽
減
し
た
り
、

水
を
美
味
し
く
す
る
な
ど
の
ホ
ル
ミ
シ

ス
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ホ
ル
ミ
シ
ス
と

は
、
ギ
リ
シ
ャ
語
で
「
刺
激
す
る
」
と

い
う
意
味
で
、
0
・
1
ミ
ク
ロ
ン
以
下

の
非
常
に
波
長
の
短
い
身
体
に
い
い
放

射
線
で
す
。

浮
遊
霊
の
成
仏

沖
縄
の
平
和
記
念
公
園
で
成
仏
式
を

行
い
ま
し
た
。

円
盤
型
の
セ
ラ
ミ
ッ
ク
製
の
「
お
目

出
陶
」
を
持
っ
て
行
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

実
に
不
思
議
な
製
品
で
、
食
べ
物
の
味

が
変
化
し
た
り
、
機
械
な
ど
の
性
能
が

上
が
っ
た
り
、
体
の
不
調
な
ど
緩
和
さ

れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
憑
依
や
霊
障
な

ど
か
ら
身
を
守
り
、
浮
遊
す
る
霊
を
光

に
よ
っ
て
成
仏
さ
せ
る
も
の
で
す
。

参
列
者
も
全
員
そ
れ
を
持
ち
、
メ
ビ

ウ
ス
の
輪
の
運
動
を
し
な
が
ら
「
成
仏
、
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成
仏
」
と
唱
え
る
の
で
す
。
始
め
は
重

く
感
ず
る
が
、
メ
ビ
ウ
ス
の
輪
を
描
き

な
が
ら
成
仏
成
仏
と
繰
り
返
す
と
、
や

が
て
ド
ー
ン
と
き
て
軽
く
な
り
成
仏
し

ま
す
。
成
仏
に
大
事
な
こ
と
は
誠
尽
の

愛
、
無
償
の
愛
、
誠
を
尽
く
す
こ
と
で

す
。

テ
ラ
は
月
の
光
で
す
。

岩
戸
開
き
を
し
な
い
と
見
え
な
い
。

真
理
を
知
ろ
う
と
思
え
ば
真
理
が
入

る
ま
あ
い
い
や
と
思
え
ば
ま
あ
い
い
情

報人
生
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

1
．
苦
し
み
、
病
気
、
事
故

2
．
困
難
、
厄
介
事

3
．
有
難
う

4
．
四
恩
（
神
仏
、
先
祖
、
社
会
、
物
）

5�

．
皆
我
に
あ
り
が
と
う
（
相
手
を
悪

く
思
う
な
）

6
．
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
3
3
0
の
法
則

7
つ
の
健
康
の
素

1�

．
頭
、
五
感
、
知
識
、
学
習
、
生
活

術
2�

．
五
情
、
知
識
、
思
い
や
り
、
愛
情

3�

．
魂
、
前
世
の
記
憶
、
霊
魂
、
本
霊
、

因
縁

4�

．
体
、
身
体
、
健
康
体
、
病
体
、
病

気
5�

．
家
、
家
族
、
血
縁
、
親
戚
、

6�

．
財
、
財
運
、
お
金
、
貧
乏
、
金
持

ち
7�

．
友
、
自
分
を
取
り
巻
く
人
々
、
学

校
、
社
会
、
仕
事

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

日
食
、
月
食
の
自
然
現
象
の
み
と
見

え
る
も
の
が
、
実
は
コ
ス
モ
ド
ラ
ゴ
ン

の
降
臨
に
拘
わ
っ
て
い
る
こ
と
、
日
本

列
島
が
龍
体
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
心
の

岩
戸
を
開
く
の
が
大
事
で
そ
れ
を
開
く

の
は
自
分
自
身
で
あ
る
こ
と
を
再
び
示

さ
れ
た
。

当
日
の
参
加
者
は
会
員
14
名
、
非
会

員
46
名
、
合
計
60
名
で
し
た
。
今
回

の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
2
0
0
0
円

で
す
。
事
務
局
（
0
7
9
7
・
2�
2
・

6
4
2
5
）
ま
で

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

河
野　

明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
三
百
七
十
五
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

魂
に
ひ
び
く
瞑
想

　
　
　
　

講
師　

鹿
毛　

俊
孝 

氏

と
き　
　

平
成
25
年
2
月
16
日
（
土
）

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

鹿
毛
氏
は
1
9
7
2
年
九
州
大
学
理

学
部
物
理
学
科
卒
。
1
9
7
7
年
日
本

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
現
船
井

総
研
）
入
社
。
1
9
8
5
年
経
営
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
独
立
。

1
9
8
6
年
瞑
想
を
始
め
る
。
1�

9 

9�

7
年
生
き
方
セ
ラ
ピ
ス
ト
と
し
て
の

活
動
開
始
。

2
0
0
1
年
瞑
想
指
導
を
開
始
。

2
0
1
2
年
生
き
方
セ
ラ
ピ
ー
研
究
会

（
B
M
S
生
き
方
研
究
会
）
設
立
。
瞑
想

歴
27
年
の
実
績
を
も
と
に
、
現
在
瞑
想

指
導
者
と
し
て
活
躍
中
。

［
B�
M�

S
：Body

-

身
体　

M
ind
-

心

Spirit-

精
神
。
天
地
の
運
行
と
、
整
え

ら
れ
た
B�
M�

S
が
合
致
し
た
時
、
自
分

で
も
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
力
が
湧
き

出
て
、
事
が
成
就
し
て
い
く
。

今
、
こ
の
時
代
だ
か
ら
、
メ
デ
ィ
テ

ー
シ
ョ
ン（
瞑
想
）に
よ
る
、
魂
の
学
び

が
必
要
。

魂
に
ひ
び
く
瞑
想
・
い
ざ
!　

と
い

う
時
の
内
な
る
パ
ワ
ー
の
発
揮
の
仕
方
。

・
心
と
身
体
、
両
面
の
健
康
を
保
つ
秘

訣
。宇

宙
意
識
の
瞑
想
、
個
と
人
類
の
た

め
の
祈
り
の
瞑
想
、
天
地
万
物
へ
の
感

謝
の
祈
り
の
瞑
想
を
行
い
ま
す
。

瞑
想
は
本
心
と
つ
な
が
る
た
め
に
行

う
も
の
で
す
!

瞑
想
と
ア
セ
ン
シ
ョ
ン

こ
の
世
の
現
実
は
意
識
に
よ
っ
て
成

立
し
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
意
識
が
変
容
す
れ
ば
現
実

は
変
わ
る
の
で
す
。

即
ち
、
現
実
を
よ
り
よ
い
も
の
に
し

た
い
な
ら
ば
、

心
を
現
象
面
に
奪
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

自
ら
の
意
識
そ
の
も
の
を
高
め
上
げ

て
い
け
ば
よ
い
の
で
す
。

ア
セ
ン
シ
ョ
ン
と
は
ワ
ン
ネ
ス
へ
の

回
帰
で
す
。

ま
さ
し
く
意
識
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る

時
代
で
す
。
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人
々
の
意
識
は
唯
物
論
的
な
意
識
か

ら
精
神
的
な
意
識
へ
、

そ
し
て
つ
い
に
は
宇
宙
意
識
へ
と
到

達
し
、

い
よ
い
よ
高
貴
な
る
存
在
で
あ
る
自

分
自
身
を
知
る
に
至
る
の
で
す
。

「
私
は
宇
宙
と
一
つ
で
す
」

「
私
は
真
理
と
一
つ
で
す
」

「
私
は
光
と
一
つ
で
す
」

個
人
は
宇
宙
と
一
つ
の
存
在
で
あ
り
、

そ
の
本
質
は
完
璧
そ
の
も
の
で
す
。

私
た
ち
は
自
分
た
ち
や
地
球
を
癒
す

本
来
の
力
を
取
り
戻
し
て
い
か
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

地
球
は
生
き
て
い
ま
す
。

地
球
自
体
も
一
個
の
進
化
し
続
け
る

生
命
体
で
す
。

こ
の
世
に
存
在
す
る
生
き
と
し
生
け

る
も
の
す
べ
て
は
、

地
球
の
進
化
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

地
球
は
今
、
ア
セ
ン
シ
ョ
ン
（
次
元

上
昇
）
し
つ
つ
あ
る
の
で
す
。

そ
れ
は
宇
宙
的
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

人
類
は
万
物
の
霊
長
と
し
て
、

生
あ
る
す
べ
て
の
も
の
を
生
か
し
、

尊
び
、
進
化
さ
せ
て
い
く

大
い
な
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

人
類
は
な
ぜ
こ
の
世
に
誕
生
し
、
存

在
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
?

そ
れ
は
自
ら
の
天
命
に
目
覚
め
、

自
ら
の
自
由
な
る
選
択
を
通
し
て
、

尊
厳
な
る
自
分
自
身
を
体
験
す
る
た

め
で
す
。

瞑
想
と
は
、
真
な
る
自
分
自
身
を
発

見
す
る
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

本
来
の
自
分
、
光
り
輝
く
生
命
、

荘
厳
に
し
て
尊
く
、
気
高
い
自
分
自

身
を
体
験
す
る
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

全
の
祈
り
（
生
き
と
し
生
け
る
も
の
）

・
生
き
と
し
生
け
る
も
の
す
べ
て
が　

　

平
和
で
あ
り
ま
す
よ
う
に

・
生
き
と
し
生
け
る
も
の
す
べ
て
が　

　

幸
福
で
あ
り
ま
す
よ
う
に

・
生
き
と
し
生
け
る
も
の
す
べ
て
の　

　

天
命
が
完
う
さ
れ
ま
す
よ
う
に

・
地
球
に
調
和
が
あ
り
ま
す
よ
う
に

・
水
の
中
に
調
和
が
あ
り
ま
す
よ
う
に

・
火
の
中
に
調
和
が
あ
り
ま
す
よ
う
に

・
風
の
中
に
調
和
が
あ
り
ま
す
よ
う
に

・
空
に
調
和
が
あ
り
ま
す
よ
う
に

・
太
陽
に
調
和
が
あ
り
ま
す
よ
う
に

・
月
に
調
和
が
あ
り
ま
す
よ
う
に

・
生
き
と
し
生
け
る
も
の
す
べ
て
に　

　

調
和
が
あ
り
ま
す
よ
う
に

「
私
た
ち
は
宇
宙
と
一
つ
で
す
」

「
私
た
ち
は
真
理
と
一
つ
で
す
」

「
私
た
ち
は
光
と
一
つ
で
す
」

「
私
た
ち
は
永
遠
の
生
命
と
一
つ
で
す
」

「
私
た
ち
は
す
べ
て
に
生
か
さ
れ
て

い
ま
す
／
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

・
地
球
世
界
が
平
和
で
あ
り
ま
す
よ

　

う
に

　

M
ay�Peace�Prevail�on�E

arth.

全
の
祈
り
（
人
類
）

・
人
類
す
べ
て
が
平
和
で
あ
り
ま
す　

　

よ
う
に

・
人
類
す
べ
て
が
幸
福
で
あ
り
ま
す　

　

よ
う
に

・
世
界
各
国
す
べ
て
が
平
和
で
あ
り
ま

　

す
よ
う
に

・
世
界
平
和
、
人
類
繁
栄
の
た
め
に

　

日
本
が
自
ら
の
本
質
を
発
揮
し
て
貢

　

献
で
き
ま
す
よ
う
に

・
宇
宙
か
ら
い
と
高
き
妙
な
る
力
が
地

　

に
も
た
ら
さ
れ
ま
す
よ
う
に

・
宇
宙
か
ら
い
と
高
き
妙
な
る
叡
知
が

　

地
に
も
た
ら
さ
れ
ま
す
よ
う
に

・
平
和
と
慈
愛
に
満
ち
た
、
宇
宙
的
な

　

目
覚
め
の
聖
域
へ
と
つ
な
が
る
道
を

　

人
類
す
べ
て
が
見
出
す
こ
と
が
で
き

　

ま
す
よ
う
に

・
あ
ら
ゆ
る
人
々
が
、
宇
宙
的
な
叡
知

　

を
取
り
戻
し
、
生
き
と
し
生
け
る
も

　

の
へ
の
慈
し
み
と
思
い
や
り
と
敬
意

　

を
表
し
て
生
き
て
い
け
ま
す
よ
う
に

　

M
ay�Peace�Prevail�on�E

arth.

・
愛
深
い
私
で
あ
り
ま
す
よ
う
に

・
調
和
し
た
心
の
私
で
あ
り
ま
す
よ
う

　

に
・
神
様
ど
う
ぞ
私
の
心
に
愛
を
充
実
せ

　

し
め
給
え

　

ど
う
ぞ
愛
深
い
私
に
な
ら
し
め
給
え

・
み
心
の
ま
ま
に
な
さ
し
め
給
え

　

我
が
天
命
を
完
う
せ
し
め
給
え

・
私
の
心
の
中
に
天
の
み
心
が
輝
き
ま

　

す
よ
う
に

・
宇
宙
の
心
の
中
に
私
の
心
が
あ
り
、

　

私
の
心
の
中
に
宇
宙
の
心
が
あ
り
ま

　

す
よ
う
に

・
私
の
全
身
全
霊
か
ら
崇
高
な
る
愛
の

　

光
が
放
た
れ
ま
す
よ
う
に

・
愛
と
感
謝
に
満
ち
た
私
で
あ
り
ま
す

　

よ
う
に

● �●



「
私
は
宇
宙
と
一
つ
で
す
」

「
私
は
真
理
と
一
つ
で
す
」

「
私
は
光
と
一
つ
で
す
」

「
私
は
永
遠
の
生
命
と
一
つ
で
す
」

「
私
は
す
べ
て
に
生
か
さ
れ
て
い
ま

す
／
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

�

祈
り
と
念
力

　

祈
り
を
い
う
こ
と
を

　

は
っ
き
り
知
っ
て
い
る
人
は
、

　

あ
ま
り
多
く
は
な
い
の
で
す
。

　

祈
り
と
い
え
ば
、

　

お
願
い
す
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る

　

人
が
多
い
の
で
す
が
、

　

祈
り
と
は
た
だ
お
願
い
す
る
こ
と
で

　

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

想
い
を
強
め
る
こ
と
を

　

祈
り
だ
と
思
っ
て
い
る
人
も
い
る
の

　

で
す
が
、

　

そ
れ
は
念
力
で
す
。

　

祈
り
と
は
肉
体
に
あ
る
自
分
が
、

　

祈
り
言
葉
に
乗
っ
て
、

　

い
の
ち
の
源
へ
還
る
こ
と
を
い
う
の

　

で
す
。

そ
し
て
天（
神
様
）と
一
つ
に
な
っ
て
、

　

そ
の
い
の
ち
の
光
を
、
障
り
な
く
放

　

射
す
る
こ
と
を
い
う
の
で
す
。

　

職
が
欲
し
い
、
金
が
欲
し
い
、
家
が

　

欲
し
い
、
○
○
が
欲
し
い
と
、

　

そ
の
欲
す
る
も
の
に
向
か
っ
て
一
心

　

を
集
中
し
、

　

想
念
の
力
を
強
く
し
て
引
き
寄
せ
る

　

と
い
う
の
は
、

　

念
力
で
あ
っ
て
、
祈
り
で
は
あ
り
ま

　

せ
ん
。

　

ま
た
、
あ
る
い
は
自
分
の
欲
す
る
も

　

の
は

　

す
で
に
与
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ

　

る
と
、

　

堅
く
思
い
込
み
な
さ
い
、
常
に
想
い

　

続
け
る
こ
と
で
す
、

　

と
い
う
の
も
念
力
で
あ
っ
て
、
祈
り

　

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

祈
り
と
い
う
の
は
、

　

業
因
縁
の
渦
巻
く
現
象
世
界
を
超
え

　

た
働
き
で
す
。

　

念
力
と
い
う
の
は
、

　

業
因
縁
の
渦
巻
く
現
象
世
界
に
働
く

　

力
で
あ
っ
て
、

　

業
因
縁
の
執
着
す
る
心
で
す
。

　

真
の
祈
り
と
は
お
ま
か
せ
の
心
境
で

　

あ
り
、

自
己
の
想
念
を
す
っ
か
り
天（
神
様
）

に
お
返
し
し
て
、

　

お
ま
か
せ
す
る
も
の
で
す
。

　

念
力
の
世
界
に
は
闘
争
や
不
和
が
あ

　

り
ま
す
が
、

　

祈
り
の
世
界
に
は
闘
争
も
不
和
も
な

　

い
の
で
す
。

　

真
実
に
祈
っ
て
い
る
の
は
、

　

業
生
人
間
で
は
な
く
、

　

あ
な
た
の
本
心
本
体
な
の
で
す
。

�　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

　

鹿
毛
氏
の
瞑
想
は
単
な
る
テ
ク
ニ
ッ

ク
で
は
な
く
、
よ
り
深
い
と
こ
ろ
に
繋

が
る
こ
と
、
ま
た
特
別
な
姿
勢
・
呼
吸

を
求
め
な
い
で
日
常
の
中
で
で
き
る
や

り
方
に
も
見
る
べ
き
も
の
が
あ
る
と
感

じ
た
。

　　

当
日
の
参
加
者
は
会
員
13
名
、
非
会

員
18
名
、
合
計
31
名
で
し
た
。
今
回

の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
2
0
0
0
円

で
す
。
事
務
局
（
0
7
9
7
・
2�

2
・

6
4
2
5
）
ま
で

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

河
野　

明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
の

販
売
開
始

こ
れ
ま
で
会
員
の
皆
様
か
ら
ご
要
望

が
あ
り
ま
し
た
、
本
部
例
会
の
ビ
デ
オ

映
像
の
販
売
が
、
4
月
の
新
年
度
か
ら

開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
像
・
音
声
フ
ァ
イ

ル
（
約
3
時
間
）
を
記
録
し
た
16
ギ
ガ

の
U
S
B
メ
モ
リ
ー
で
お
送
り
し
ま
す

の
で
、
ほ
と
ん
ど
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
あ

る
い
は
ノ
ー
ト
型
の
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
・

パ
ソ
コ
ン
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

現
在
は
左
記
の
1
本
で
す
。

◎
2
0
1
3
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

大
野　

百
合
子�

氏

「�

宇
宙
図
書
館（
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
）

か
ら
見
た
世
界
の
仕
組
み
と
私
た
ち

―
あ
な
た
は
誰
な
の
か
―
」

価
格　

三
五
〇
〇
円
（
送
料
含
む
）

メ
ー
ル
ま
た
は
F
A
X
で
一
頁
掲
載

の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
ま
た
は
F
A
X

番
号
）
に
、「
2
0
1
3
年
4
月
大
野
百

合
子
氏
ビ
デ
オ
購
入
希
望
」
と
記
し
て
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
書
い
て
、
御
注
文
願
い
ま
す
。
2
週

間
以
内
に
発
送
致
し
ま
す
。

お
支
払
い
は
、
到
着
後
同
封
の
郵
便

振
替
用
紙
で
8
日
以
内
に
お
振
り
込
み

い
た
だ
け
れ
ば
、
結
構
で
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

●� ●



等により試行した。
一例として、ORBがレンズ周りの現象でな

い事を確かめるために、フラッシュの光の届く
範囲内（4～5m）に物質を置いて撮影して、
ORB像が、それらとどの様な関係を持つか、
を調べた。

さらには、遠くに置いてある花火の発火煙
とORBの関係を見た。また天井の朱色丸棒

（根太丸太）にORBを押付けて撮影して、ORB
の形の変化から判断した。石製の階段にORB
を押し付けて、折れ曲がったORBの形の変化
から判断した。

これらの検討結果から、真のORBは、カメ
ラ操作上の単なるミスではない。またカオス・
アトラクター発生以前のORBと、発生以後の
ORBの2種類に区分けされる事。発生以後の
ORBには円内にマンダラ状凹凸模様またはマ
ンダラ状干渉縞凹凸模様を持ち、核を内包し
ている。さらに、色違いのORBが写る（多様
性）。空気中の微粒子（ゴミ、ホコリ、水滴等）
に上乗してORBが出現する場合もある、と考
えられる。

3−2）繰返し撮影
オーブ（ORB）は、赤外線領域の写るデジタ

ルカメラを用いてフラッシュ撮影すると、写る
場合が多い。つまり、人の五感では感知する
事の出来ない赤外線周波数範囲内（1.38eV）に
存在しており、変性意識状態に関係している
ので、薄暗い背景で、リラックス集中して
シャッターを切る。また周りの空気成分が電離
しているときに写す。しかし、どうしても、写
らない事がある。この時には、何回もフラッ
シュ撮影を続けると、写り易くなる事が判明し
た。フラッシュを焚くと、周りの物質は、その
光を吸収する（僅かに発熱する）が、すぐに、
赤外線として空気中に放出してしまう。このよ
うにして、放出赤外線が空気中に蓄積され、
或限界量に達すると、つぎのフラッシュ撮影
で写る事になる。

図2（1）を見る。カメラと花火の間には大勢
の人達が座っている。したがって、人体から
の赤外線や意識体（人から離脱した意識）、ホ
コリも多いと考えられる。図2（1）の場合、

ORBが発生した後に、出現個数が右に尾を引
く傾向を示すのは、この為であると、考えられ
る。図2（2）では、突発的に多数のORBが発
生している。しかしこの場合には群衆が少な
い、つまり人々からの赤外線（意識体）やホコ
リの放出が少ないので、赤外線蓄積によって
ORBは発生するが、使用された後は、また零
になる、を意味しているのであろう。

3−3）出現・発生条件
オーブ（ORB）の進行は、カオス・アトラク

ター発生前と発生後に分けられる。前後を区
分するのは、零点（ゼロ場内）であろう。別報
によれば、相殺ゼロを加算して或一定値（限界
条件）に達すると、カオス・アトラクターが形
成され、成長することが判明した。この値は、
メタルの場合は降伏点、念写の場合は念球発
生点に相当している。発生前のORBの内部に
は核や模様が無い。発生後のORBにはカオ
ス・アトラクターとしての凸模様や凹凸縞模様
が存在している。

3−4）ORBの物質的内容
図1の③領域にあるORBの大部分はカオ

ス・アトラクター形成後のもの。図1の②の大
部分はカオス・アトラクター形成以前のORB
であると判断している。なお図1の①領域の大
部分のORBは白色発光体である。原子内にあ
る電子は、量子飛躍と呼ばれる様に、エネル
ギー的に、飛び飛びの決められている軌道に
のみ、存在する事ができる。例えば水素の場
合。電子は、もっとも低いエネルギー順位（基
底順位）にあるが、光などのエネルギーを供給
されると、高いエネルギー順位に飛び移るが

（励起状態）、光がきえると、エネルギー差に
相当する光量子を放出して、もとの低いエネ
ルギー状態に移る。この時のエネルギー差が
少量の場合は赤外線、差が大きくなるに従い、
可視光線、紫外線になる。さらに、これらの
光が加算されると、白色（発光ORB）になる。
また、この現象はフラッシュ撮影の際に他の
ORBにも生起するので、色違いのORBが生成
される原因になる、と考えられる。（都合によ
り、写真は省略させて戴きます）

● �●



2−2）繰返撮影の効果
結果の一例を図2に示す。横軸は撮影繰返し

の回数（N）、縦軸は撮影によって出現・発生し
たORBの個数。撮影は2012年7月28日（土）、
天候は晴れ。明度「−7以上（明るさ）」、（この
値により偽ORBを除去する）。大きさ「0.008
以上（大きい）」以上を用いている。図2の（1）
は、多数の人達を間に置いて、花火発火台方
向に向けてフラッシュ撮影した（NIKON、
E-2200使用）もの、時間は夕方の7:00～7:50。
図2の（2）は花火発火台とはほぼ反対の方向

（ほぼ無人）にむけてフラッシュ撮影したもの
（CASIO、EX-Z40FC使用）。時間は夕方の6:15
～7:00である。

図2（1）の結果をみる。実験点は、零と、ピー
ク値、ならびにピーク後右方向に尾を引く山
形の内側にある。図2（2）では、零と、ピーク
後右に尾を引く傾向をしめしている。

2−3）撮影場所の影響
上述の図1のORBの分布状態（状況）は、撮

影場所（福島、八王子、東京、京都、香港）に
は依存しない様子である。

3．検討並びに考察
3−1）予備実験

パソコンのWebサイト等によると、報告さ
れている実測ORBの約70%は偽ORBである
らしい。そこで、予備実験を行った。写され
た偽ORBの大略として、輪郭はボケ状（不明
瞭）で、内部は均一で、模様がなく、明度（上
記）は低く、半透明の乳白色である、等の結果
がえられた。さらには、ORBは撮影する人に
は写るが隣の人のカメラには写らないなど、不
明な点が多い。

カメラ側の疑問点とその対策として、レンズ
前面の埃、塵、水滴、水蒸気、雪、等。これ
らは、撮影条件に留意、レンズの汚れは拭き
取ること。繰返して撮影する事等で解決でき
る。フレヤー（ハレーション）、ゴースト等につ
いては、太陽からの逆光線や金属や鏡などか
らの反射光を避ける事等。ボケ写真像。これ
は、レンズの焦点距離以内及びレンズから等
間隔に別の小球体（3cm）を置いて撮影する事

●� ●

図１．出現 ORB の明るさと大きさ

図２．繰返回数の影響



1．はしがき
デジタルカメラで撮影した写真画面上に乳

白色で小円形状のORBがノイズとして混入・
出現する場合がある。Webサイト等によると、
大部分はカメラ撮影上のミスであるらしい。し
かし中には本物もあり、意識や魂や霊の反映
体である等の意見がある。

2．オーブの出現状況
出現の条件として、（1）赤外線領域も含めて

可視光線域が撮影出来るデジタルカメラを用
いる。（2）うす暗い背景をバックにしてフラッ
シュ撮影する。（3）空気成分の電離と変性意識
状態を考慮する。その他。
2−1）明るさと大きさ

実験結果のORBの一例を図1に示した。こ
れは福島市と八王子市で、2012年6月初旬か
ら11月末にわたって撮影されたものである。
検討結果によると、香港島、京都市、東京都
等で撮影された写真もほぼ同一傾向である事
が判明した。内容をみる。横軸はORBの明度

（明るさ）で、定量表示の為にグレイスケール
を用いてある。四角形の編み目の網点（黒、白）
の面積率（%）を用いて、明暗を200段階の数
字で表示している。中央（白50%、黒50%）を
0%。0%から左へ（1/200）刻みでマイナス

（−）%（次第に明るくなる）。右へプラス（+）%
（暗い）とする。つまり−100%が真白。+100%
が真黒となる。縦軸はORBの大きさである。

ただし、ORBとカメラとの間の距離が不正確
なので（実測試行中）、便宜的に（仮に）表示し
てある。撮影した画面の横の大きさをW、写っ
ているORBの横の大きさをdとして、（d/W）
で表示した。

結果をみる。図1は①、②、③の3領域に区
分される。①領域のORBの輪郭は、ほぼ明瞭
であるが、多くの光を加算した白色発光なの
で内部模様は不明であり、ORB像の周りに放
射状ヘイロを伴っている（例えば、写真1参
照）。明度は（−65）～（−85）。大きさ（d/W）は

（0.005～0 .07）の範囲内にある。ORBの大小
には無関係に、①領域では、白色発光体とし
てのORBが存在している事が判る。②領域は
偽球小体状ORB群で、割合に明るく（明度、
−35～−65）、形は偽球体（三角、尖り、小球、
これらの合体状）であり、大きさは（0 . 00～
0 .02）で割合に小である。ORBの輪郭は明瞭
であるが、内部核や模様は無い。これらの多
くのものは、上登運動を伴う（例、写真2参照）。
③領域は、輪郭は明瞭であるが、全体として
僅かなボケを伴っている。内部に多点凹凸状
又は干渉縞多点凹凸状模様、並びに核を持つ

（通常の）ORBである。明度範囲は（−60～
+20）、大きさは（0.005～0 .07）で、図示に見
られるように、上に凸の山形分布の中にORB
は存在している（写真3）。

オーブの出現について（2）オーブの出現について（2）
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